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農業害虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定マ ニ ュ アル (25)

果 樹 害 虫

I 薬剤抵抗性の概況

ミ カ ンハ ダニ (Panonychus citrì・ MCGREGOR) は， カ
ン キ ツ類の ほ か モ モ ， ナ シ な ど の 落葉果樹 に も 寄生 し，
他のハ ダニ類 と 同様， 増殖カ が高 く ， 年間の発生回数 も
多 い こ と か ら ， 薬剤抵抗性が発達 し や す い 害虫であ る 。

我が国の ミ カ ンハ ダニ の薬剤l抵抗d性発達の事例 は ， 佐

賀 県 に お け る シ ュ ラ ー ダ ン に つ い て の報告が最初で あ る
(関， 1958) 。 そ し て ， 1960 年代前半 に は テ ト ラ ジ ホ ン
(関 ら ， 1962 ; 加藤， 1968) で， さ ら に ジ メ ト エ ー ト ，
EPN， パ ミ ド チ オ ン， CMP な ど有機 リ ン 系 の 多 く の薬
剤 や ケ 1レ セ ン で 抵 抗 性 発 達 の 事 例 が 報 告 さ れ (森，
1966 ; 八 回 ・ 松浦， 1967 ; 森 ・ 武智， 1973 ; 関 ・ 松尾，
1973) ， 各種薬剤 に お い て 抵抗d性 の 発達が急速 に 進 む こ
と が認識 さ れた 。

1970 年代 に は べ ン ゾ メ ー ト や ア ミ ト ラ ズ， 80 年代 に
は酸化 フ ェ ン プタ ス ズ， へ キ シ チ ア ゾ ク ス な ど防除効果
の優れた薬剤が次々 と 開発 ・ 使用 さ れて き た が， いずれ
の薬剤 も 数 回 (2�4 回) の使用 で効果不足が指摘 さ れ
る よ う に な り ， こ れ ら の薬剤の う ち ， ベ ン ゾ メ ー ト ， 酸
化 フ ェ ン ブタ ス ズ， へ キ シ チ ア ゾ ク ス は抵抗性の発達が
急速 に進み， 現在 も 実用 的 な 防除効果が得 ら れな い ほ ど

高 い レ ベルの抵抗性が維持 さ れて い る 。
最近で は 1991 年 に ピ リ ダベ ン， フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー

ト が， 1993 年 に は テ プ フ ェ ン ピ ラ ド が そ れ ぞ れ登録 さ
れ， へ キ シ チ ア ゾ ク ス の代替剤 と し て 夏季， 秋季の防除
剤 と し て 広 く 使用 さ れ る よ う に な っ た が， こ れ ら の薬剤

も 3�4 回 の使用 で感受性 の低下が進 み， そ の 後 は 効果
不足事例が年々 増加 し て い る 。 こ う し た 中 で， 殺ダニ剤
( ピ リ ダベ ン が中 心) と 有機 リ ン 剤 の混用や殺ダ ニ 剤 同
士の混用 な ど， 協力効果の あ る 組み合わ せが広範囲 に検
討 さ れ， 応急的 に 現場対応がな さ れて い る こ と は大 き な

特徴であ る 。
一方， こ れ ま で に 多 く の薬剤が姿 を 消 し て い っ た 中
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で， ア ミ ト ラ ズ に 見 ら れ る よ う に感受性の低下が見 ら れ
る も の の， 強度 に 抵抗性が発達す る こ と は な く (森 ら ，
1984) ， ま た ， ケ 1レ セ ン， キ ノ キ サ リ ン 系 剤， BPPS， 
キ ノ キ サ リ ン ・ テ ト ラ ジ ホ ン な ど の 薬剤 も 依然 と し て 使
用 さ れて い る な ど， 薬剤抵抗性 を と り ま く 状況 は極 め て
複雑であ る 。

E 薬剤感受性検定法

1 供試ハ ダ ニ の採集 と 飼育

カ ン キ ツ 類 で は 夏季 (6�7 月 ) と 秋季 (9�1 1 月 ) の
2 回， 発生の ピ ー ク が見 ら れ る こ と が多 く ， 特 に梅雨明

け前後 に は 急激 に 密度 が増加す る 。 こ の時期が採集 に は
適 し て い る 。 寄生の 多 い 部 分 の 葉 を 小枝 ご と 切 り 取 る
が， 可能な 限 り 広 い範囲か ら 採集す る 。 こ れ を紙袋か段
ボ ー ル箱 に 入れ て 持 ち 帰 る 。 気温の 高 い 時期 は移動中 の

温度上昇 を 防 ぐ た め， 必要 に 応 じ て ク ー ラ ー を 使 用 す

る 。 供試 ま で に 日 数が あ る と き は紙袋 ご と ビニ ー ル な ど

で包 み， 涼 し い と こ ろ に 置 き ， 葉の新鮮 さ を保 つ よ う に
す る 。

検定条件 に よ っ て は 個体群 を 維持増殖す る 必 要 が あ
り ， 前 も っ て 増殖の た め の準備がい る 。 短期間 の個体群
の維持 に は リ ー フ デ ィ ス ク 法が適 し て い る が， 大量増殖

に は鉢植 え苗 を 用 い る (古橋， 1991 ; 後藤， 1996) 。
飼育時 に は， カ プ リ タ。ニ類やハ ネ カ ク シ類 な ど の 天敵

の侵入 や 他 の 系 統 の 個体群が混入 し な い よ う に 注 意 す

る 。
2 検定i去の種類 と 特徴

ハ ダ ニ 類 の 薬 剤 感 受 性 検 定 法 に つ い て は， 真 梶

(1981) や浜村 (1996) の 解説が あ る 。 薬 剤 の 処理方 法

に よ っ て 散布法， 浸潰法， 局所施用法 な ど に 分類 さ れ る

が， 一般 に は散布法 と 浸漬法が よ く 用 い ら れ る 。

散布法 は実際の 防除 に 近 い か た ち で感受性の程度 を 把

握で き ， 卵か ら 成虫 ま で ど の ス テ ー ジ の検定 に も 適 し て

い る 。 散布器具 と し て ， 薬量 を一定 に で き る 回転式薬剤

散布塔 ( み ず ほ理化製) が用 い ら れて い る こ と が多 く ，

2�4 mg/cm2 程度 の薬量 で検定 し て い る 例 が 多 い。 薬

剤散布塔が な い場合 は卓上型 の ハ ン ド ス プ レ ヤ ー な どが

利 用 で き る 。 浸 漬 法 は 葉 片 を 薬 液 に 一 定 時 間 (5�1O
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秒) 漫潰す る 方法で， 殺卵試験 に よ く 用 い ら れて い る 。
薬 剤処理が簡便 で大量 の サ ン プル 数 を 一度 に 扱 え る た
め ， 地域や 園地 に お け る 薬剤抵抗性発達程度 の実態把握
な ど に適 し て い る 。 こ の方法は散布法 に比べて薬液付着
量がや や 多 く な る の で効果 が高 く 出 る 傾 向 が あ る (真
梶 ・ 波多野. 1983) 。 局所施用 法 は 田 畑 ・ 斎藤 ( 1970)

に よ っ て考案 さ れて い る 。 殺ダニ剤の作用機作や皮膚透
過性， 代謝機構な ど基礎的な試験 に は適 し て い る が， 操
作が繁雑で多数の サ ン プル を 扱 う 検定 に は不適当 の よ う
であ る 。

一方， 検定時 の 飼育 に は 種々 な 方 法 が用 い ら れ て お
り ， 殺卵試験や殺成虫試験 な ど短期間で結果が出 る 場合
は ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プ を 用 い た リ ー フ デ ィ ス ク 法 (野
村. 1970 : 山 田. 1991) が， 幼若虫 の成虫 ま での発育状
況で検定す る と き は寒天ゲ ル を 用 い た リ ー フ デ ィ ス ク 法
(松永 ・ 古橋. 1972) や ポ ッ ト 植 え 実生苗 を 用 い る 方法
が適 し て い る 。

実生苗 を 用 い る 方法 は供試苗の確保 ・ 管理が煩雑であ
る が， 森 ら ( 1984) は殺卵効果の低い酸化 フ ェ ン プ タ ス
ズ の検定で， 温州 ミ カ ン の 実生苗 を 用 い て い る 。

こ こ で は ， 操作が簡便で多 く の サ ン プルが一度 に 扱 え
る リ ー フ デ ィ ス ク を 用 い た検定法 に つ い て 述べ る 。

皿 感 受 性 検 定

1 接種葉の準備

温州 ミ カ ン や 夏 ミ カ ン の 当 年発生葉 を 用 い る 。 ハ ダニ
被害の少 な い で き る だ け平 ら な癖の な い葉 を 採集 し ， 水
で湿 ら せ た脱脂綿 を 用 い て ， 付着 し て い る ハ ダニ の卵や
ゴ ミ を落 と す。 こ の と き に あ ま り 強 く 擦 る と 葉 に傷が付
き ， 葉の 日 持 ち が悪 く な る の で注意す る 。 洗浄 し た 葉 は
適宜， 適当 な大 き さ に 切 っ て 使用 す る 。 寒天ゲ ルで は葉
1 枚 を そ の ま ま 使用 す る こ と も あ る が， こ の ほ う が葉の
持ち が よ い。

2 検定時の飼育法

ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プお よ び寒天ゲ ル を 用 い た リ ー フ
デ ィ ス ク 法が主 に 用 い ら れ る 。

( 1 ) ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プ を 用 い た リ ー フ デ ィ ス ク

の作製
野村 (1970) . 山 田 (1991) が示 し て い る 方法 に 準 じ

て い る 。 200 m l 容 の ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プ を 用 い. 2 
枚の炉紙 で葉 片 を 挟 ん で 固 定 す る も の で あ る 。 す な わ

ふ た

ち ， ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プ の 査 に 約 2 . 5 X O . 5 cm 方形
の穴 を 聞 け， 炉紙片の掃入 口 と す る 。 蓋の 凹 み に 入 る 程
度 の 炉紙 (径 9 cm) を 2 枚 を 用 意 し . 1 枚 は 2 cm 幅 で
短冊形 に 5 cm ぐ ら い の切 り 込 み を 入れ， そ の部分 を 折

り 曲 げて， 蓋の穴に挿入 し て 吸水用 と す る 。 そ の上 に 葉
片 を 表 を 上 に し て 置 き ， 中央部 に 径 3 cm 程度 の 穴 を 開
仇 鉛筆で番号 を 付 げ た も う 1 枚の炉紙 を載せ て 葉片 を

固定す る 。 こ の と き ， 葉面 と 炉紙 と の 聞 に す き 聞 を つ く
ら な い こ と が大切で， す き 聞が あ る と ハ ダニ が す き 間 の
中 で産卵 し ， 実験誤差 の原因 に な る 。

ま た ， こ の と き ， 薬剤処理後 に使用 す る 一 回 り 大 き な
穴 を 聞 け た 事紙 を準備 し て お く 。

( 2 ) 寒天ゲ ル を 用 い た リ ー フ デ ィ ス ク の作製
寒天ゲ ル の製法 は松永 ・ 古橋 (1972) の 方 法 に よ っ て

い る 。 す な わ ち . 0 . 5%寒天溶液 に 防 カ ピ の た め に ク リ
ス タ ルバイ オ レ ツ ト 20 ppm を 加 え て 加熱す る 。 寒天が
完全 に 溶 砂 た ら 火 を 止 め ， こ れ を滅菌 シ ャ ー レ (90 X 15
mm) に 約 1 cm の 深 き に な る よ う に 流 し 込 む。 約 40・c

に な っ た ら 葉片 を葉表 を上 に し て浮かせ， 周辺部が軽 く
寒天液内 に 埋 ま る よ う に し て 固 ま ら せ る 。 寒天溶液が熱
す ぎ る と 薬が ゆ だ っ た り ， 冷 め す ぎ る と 葉 と 寒天 と の密
着が悪 く な っ た り す る の で， 作製 に は 多 少の熟練 を 要す
る 。

3 ハ ダ ニ の接種

ノ 、 ダニ雌成虫 を葉片上 に移す。 湿 ら せ た細筆か柄付 き
針で歩行中 の雌成虫 を脚 を傷 め な い よ う に 後 ろ か ら す く
い上げ る よ う に し て 移す。 静止個体 は 吸汁 し て い る こ と
があ る の で， こ の よ う な場合 は 虫 に 軽 く 触れ て 動 き 出 し
て か ら す く い取 る 。

4 殺卵試験 ( リ ー フ デ ィ ス ク 法) の検定手l噴

① ミ カ ン葉片 に 雌成虫 を 10 個体程度接種す る 。

② 25'C (室温) で 48 時間産卵 さ せ た 後， 雌 成 虫 を

除去 し ， ル ー ペ あ る い は 実体顕微鏡下で産卵数 を 数
え る 。 通常 は こ の段階で薬剤処理す る が， 薬剤 に よ
っ て は卵の発育期間 に よ っ て 感受性 に 違 い が あ る の

で， さ ら に 一定期間 (2 日 程度) 置 く 場合 が あ る 。
あ ら か じ め検定時期 を 検討 し て お く 。 1 濃度 に つ き
3 反復以上の デ ィ ス ク を 供試す る 。

③ 所定濃度 の薬液 を 調 製 す る 。 LCso 値が必要 な と
き は適 当 な 範 囲 で 2 倍希釈 に よ っ て 5�6 段階 の 濃
度 の 薬液 を調製す る 。

④ 薬剤処理 を行 う o 1?紙 を 除 き ， ピ ン セ ッ ト 等で葉
片 を は ず し て 供試薬液 に 10 秒 間 浸演 す る 。 浸漬処
理 は 最初 に 水で行 い， 順 次薄 い 濃度 の 薬 液 か ら 行
う 。 こ の と き ， 葉片 を薬液内 で軽 く 振 り ， 薬液が葉
に よ く な じ む よ う に す る 。

⑤ 葉片 を カ ッ プ上 に 戻 し ， 薬液 を 風乾 さ せ る 。 そ の
後 に 最初の も の よ り 一回 り 大 き な穴 を 聞 け た 炉紙 を
載せ て 葉 を 固定 し ， 葉の乾燥 を 防 ぐ 。 葉片上 に は接
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表-1 殺卵試験 に よ る ミ カ ン ハ ダニ の ア ミ ト ラ ズ乳 剤 に

対す る 感受性a)

検定年月 日 延べ散布団数 LC50 (ppm) R/S 比

1976 . 7 .  9 。 2 . 5  

1977 . 6 . 23 2 3 . 9  1 . 6  

1978 . 5 . 25 6 50 . 4  20 

1979 . 4 . 20 8 100 . 0  40 

1980 . 7 .  7 12  78 . 7  32 

1981 . 7. 2 16 50 . 5  20 

1982 . 7 . 23 20 32 . 6  13 

a) : ア イ ス ク リ ー ム カ γ プ を 用 い た リ ー フ デ ィ ス ク の 10

秒間浸潰処理 (森 ら . 1984 よ り l .

表-2 幼虫~成虫 の発育試験 に よ る ミ カ ン ハ ダニ の 有機ス ズ系殺 ダニ 剤 に 対 す

る 感受性叫

補正死亡率 (%)

希釈倍数 酸化 フ ェ ン プタ ス ズ水和剤 水酸化 ト リ ヘ キ シ ル ス ズ水和剤

(倍) 松山市 川 内町 松山市 川 内 町

堀 江 久枝 平田 滑川 湯山 堀江 滑川

500 。 15 . 9  26 . 8  

1 . 000 23 . 0  - 8 . 3  9 . 4  

2 . 000 12 . 1  10 . 7  12 . 8  

4 . 000 8 目 5 。 0 . 7  100 67 . 7  89 . 1  

8 . 000 8 . 5  1 3 . 9  82 . 6  88 . 0  98 . 2  100 

1 6 . 000 5 目 2 63 . 0  57 . 3  22 . 7  100 

32 . 000 19 . 2  70 . 6  1 . 4  100 

64 . 000 0 . 3  一 7 . 8 1 . 7  99 . 1  

128 . 000 - 2 . 5  4 . 9  3 . 2  98 . 3  

叫 : 寒天ゲル を 用 い た り ー フ デ ィ ス ク のハ ン ド ス プ レ ヤ ー に よ る 散布処理

(森 ら ， 1985 よ り l .

種時の炉紙の 円形の輪郭が う っ す ら と 残
っ て い る の で， こ れ を 目 安 に 卵上 に 炉紙

がかぶ さ ら な い よ う に 注意す る 。 殺卵試
験であ れ ば， 多少の炉紙 の す き 聞 は 問題
な い が， ふ化幼虫 の そ の後の 発育 を調べ
る 場合 は ， 接種時 と 同様， 葉商 と F紙 を
完全 に 密着 さ せ る 必要があ る 。

@ 処 理 後 は 250C (室 温) に 保 持 し ， ふ
イじ さ せ る 。

⑦ 水処 理 区 の ふ 化率 が 95%以 上 に 達 し

た 時期 に ， 未ふ化卵数 を 調査す る 。 こ の
と き ， ふ化直後 に 死亡 し て い る 個体 は ふ
化個体 と し て 数 え ， 卵 か ら 完全 に ふ化 し
な か っ た 個体 だ け を 未 ふ 化 卵 と し て 扱
う 。

⑧ 必要 に 応 じ， 定 法 に よ り LC50 値 を 計
算す る 。

な お ， 寒天ゲ ル を 用 い る 場合の薬液浸
漬処理 は シ ャ ー レ の ま ま で行い， ゲ ル上
の余分な薬液 は炉紙で吸い取 る 。 試験期
間 中 は ゲ ルの乾燥 を 防 ぐ た め ， 適宜， 水
を補給す る 必要があ る 。 筆者 ら は過度の
乾燥防止 の た め ， シ ャ ー レ を 内 寸 55 X
35 cm， 深 さ lO cm の コ ン テ ナ ー に 入
れ， 結露 し な い程度 に 小穴 を 開 け た 塩 ビ
板 で蓋 を し て 保管 し て い る が， ほ ぽ毎

日 ， 水の補給が必要であ る 。
5 幼 虫 (卵 ) -成 虫 ま での発育試験

殺卵効果の低い薬剤では成幼虫 な ど を対象
に し た 検定が必要 で あ る 。 こ れ ら の検定方法

表-3 愛媛県下に お け る ミ カ ンハ ダニ の各種薬剤 に対す る 感受性a)

殺卵 ・ 死虫率 (%)

個 体 群
薬 剤 名 希釈倍数

松山市 北条市
中島町 八幡浜市 保内町 吉 田 町 津島町

下伊台 堀江 難波 1 難波 2 難波 3

ア ミ ト ラ ズ乳剤b) 3 . 000 45 . 9  25 . 9  20 . 0  31 . 0  

BPPS 水和剤0) 3 . 000 99 . 9  99 . 9  98 . 6  99 . 9  

酸化 フ ェ ン プタ ス ズ 水和剤0) 6 . 000 53 . 8  7 . 1  20 . 0  32 . 9  

ヘ キ シ チ ア ゾク ス 水和剤b) 9 . 000 2 . 4  20 . 3  45 . 4  44 . 9  

フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト 水和剤tlO) 6 . 000 99 . 9  32 . 0  89 . 6  5 . 4  85 . 7  15 . 5  

ピ リ ダベ ン水和剤tlb) 9 . 000 99 . 9  52 . 0  84 . 3  4 . 6  88 . 5  78 . 8  

テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 水和剤b) 6 . 000 95 . 6  20 . 7  55 . 8  10 . 6  87 . 8  37 . 0  

同 : 1993 年検定. 寒天ゲ ル を 用 い た り ー フ デ ィ ス ク の 10 秒間浸演処理 (荻原 ら ， 未発表l .

b) : 殺卵試験.
C) : 卵~成虫 ま での発育試験.
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25 . 0  51 . 6  56 . 9  

99 . 9  99 . 9  99 . 9  

32 . 2  30 . 9  2 1 . 7 

43 . 7  50 . 5  63 . 6  

90 . 6  98 . 1  99 . 9  27 . 5  

99 . 9  99 . 9  97 . 6  2 . 5  

99 . 9  99 . 2  99 . 9  1 1 . 6  
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に つ い て は浜村 (997) の解説が あ る 。 そ れ に よ る と 殺
幼虫試験で は， あ ら か じ め準備 し た ふ化幼虫 を検定葉片

上 に 移 し， 散布処理す る 方法 を紹介 し て い る が， 手順が
やや繁雑であ る の で， 筆者 ら は ふ化直前の卵 を薬剤処理
し て ， ふ化 し て き た 幼虫 を対象 に そ の後の成虫 ま での発
育 を調べ る 方法 を採用 し て い る 。

検定の手順 は殺卵試験の場合 と ほ ぼ同 じ であ る の で，
相違点 だ け を示す。

① リ ー フ デ ィ ス ク (寒天ゲ ル法) を 準備す る 。

② 25・C (室温) で 24 時間産卵 さ せ， 雌成虫 を 除去
し て 産卵数 を 調べ る 。

③ 雌成虫接種後 5�6 日 目 に 薬剤 を処理す る 。
④ 前項一⑦の 要領で未ふ化卵 を 調査 し (薬剤処理後

5 日 目 こ ろ ) ， 産卵数 と の 差 か ら ふ化幼虫数 を 求 め
る 。

⑤ そ の後 は ， 一定 間 隔 (2 日 ) で観察 を行い， 発育
し た 成虫 を取 り 除 く 。

⑥ ふ化幼虫 (卵) か ら 成虫 に 発育す る ま での死亡率 を
求め る 。

こ れ ら の方法に よ っ て 得 ら れた 薬剤感受性検定結果の
例 を表ー1�3 に 示 し た 。 表- 1 は薬剤抵抗性発達 に及ぽす
薬剤の輪用 お よ び混用 の効果 を検討す る た め に行 っ た殺
卵試験の結果 の 一部 で あ る (森 ら ， 1984) 。 ア ミ ト ラ ズ

は延べ 6 回 の 散布で急速 に感受性の低下が進んだが， そ
の 後 は 強度 な 抵抗性 に ま で発達 す る こ と は な か っ た 。
表-2 は酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ の 防除効果が著減 し た と き
に， 感受性低下の確認 を ふ化幼虫 の そ の後の発育で検定
し た 結果で あ る (森 ら ， 1985) 。 表-3 は 愛媛県下の抵抗
性発達の実態把握の た め に 行 っ た 主要産地の薬剤感受性
検定結果であ る 。 こ う し た 実態把握の検定では， 実用濃

度 の 1/3 お よ び 1/10 の 2 濃 度 を 用 い て い る 。 表 は 1/3

濃度の検定結果で あ る が， ア ミ ト ラ ズ ， 酸化 フ ェ ン プ タ
ス ズ， へ キ シ チ ア ゾ ク ス は依然 と し て 感受性が低下 し た
ま ま であ っ た 。 ピ リ ダペ ン と フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト は 実
用 2�3 年 目 ， テ プ フ ェ ン ピ ラ ド は 未使用 か 1 回使用後
の検定 で あ っ た が， す で に 3 剤 と も 極度 に 感受性が低下
し て い る 園が認め ら れた 。 ま た ， こ れ ら 3 剤 は， どれか
1 剤の感受性が低下 し て お れ ば他 の 2 剤 の感受性 も 低 い
傾向が見 ら れ， 3 者聞 に は交差抵抗性 の 可能性が示唆 さ
れて い る (荻原 ら ， 未発表) 。
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新 し く 登録 さ れ た 農薬 (lO . lO . 1�lO . 31 )
掲載 は， 種類名， 有効成分お よ び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造業者文 は輸入業者) ， 対象作

物 : 対象病害虫 : 使用時期 お よ び回 数 な ど。 た だ し ， 除草剤 に つ い て は， 適用雑草 : 使用方法 を 記載。 ( … 日 …

回 は収穫何 日 前， 何回以内散布文 は摘採何 日 前， 何回以内散布の略) 0 (登録番号 20034�20056 ま での 23 件， 有
効登録件数 は 5366 件)

「殺虫剤」
BT 水和剤
バ チ ル ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス 菌 の産生 す る 結 晶 毒素

(力価 と し て 70 B. m. t. x. 単位/mg) 7 . 0% 
ト ア ロ ー フ ロ ア プル CT (10 . 10 . 28) 

20056 (東亜合成)
キ ャ ベ ツ ・ は く さ い ・ だ い こ ん : コ ナ ガ : 発生初期， 但

し収穫 7 目 前 ま で 4 回

フ ル ト ラ ニ ル水和剤
フ ル ト ラ ニ ル 30 . 0%

「殺萄淘OJ

グ ラ ポ ス ト フ ロ ア プル 00 . 10 . 9)
20043 ( 日 本農薬)
芝 ( 日 本芝) : 葉腐病 ( ラ ー ジパ ッ チ ) : 発病初期 4 回
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 水和剤l
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 47 . 0%
へ リ テ ー ジ頼粒水和剤 00 . 10 . 9)
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20044 ( ゼ ネ カ ) ， 20045 ( ク ミ ア イ 化学) ， 20046 ( 日 本
農薬)

芝 ( 日 本芝) : 疑似葉腐病 (春 は げ症) : 休眠前期 8 回 ;
葉腐病 ( ラ ー ジパ ッ チ ) ・ フ ェ ア リ ー リ ン グ病 : 発病
初期 8 回， 芝 (ぺ ン ト グ ラ ス ) : 葉腐病 ( ブ ラ ウ ン パ
ッ チ) ・ フ ェ ア リ ー リ ン グ病 : 発病初期 8 回

チ フ ルザ ミ ド粒剤
チ フ ルザ ミ ド 6 . 0%
グ レ ー タ ム 1 キ ロ 粒剤 (10 . 10 . 28)
20049 ( ア グ リ ー ド ) ， 20050 ( 日 産化学) ， 20051 (塩野

義製薬)
稲 : 紋枯病 : 出穂前 日 ま で (但 し ， 収穫 45 日 前 ま で) 1 

回 : 湛水散布

「除草剤」
シ ア ナ ジ ン ・ DCBN 粒剤
シ ア ナ ジ ン 10 . 0%， DCBN 5 . 0% 
カ Jレ コ ー ン粒剤 (10 . 10 . 9)
20034 ( 日 産化学)
公園 ・ 庭園 ・ 駐車場 ・ 道路 ・ 運動場 ・ 宅地等 : 一年生雑

草 ・ 多 年生雑草 (但 し ス ス キ ・ チ ガ ヤ を 除 く ) : 雑草
生育期 (草丈 30 cm 以下) 2 回 : 全面土壌散布

シハ ロ ホ ッ プブチル ・ テ ニ ル ク ロ ー ル ・ ペ ン ス ル フ ロ ン
メ チル粒剤

シ ハ ロ ホ ッ プ プ チ ノレ 1 . 8%， テ ニ ル ク ロ ー ル 2 . 1%， ペ
ン ス ル フ ロ ン メ チ ル 0 . 51%

パズ ー カ 1 キ ロ 粒剤 51 00 . 10 . 9) 
20035 ( 日 本 農薬) ， 20036 ( デ ュ ポ ン) ， 20037 ( ト ク ヤ

マ ) ， 20038 (北輿化学)
移植水稲 : 水田一年生雑草及びマ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ

リ カ ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ ヒ ル ム シ ロ (北 陸 を 除 く ) ・
セ リ ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る 表層 は く 離 (北陸， 九
州 を 除 く ) : 移植 後 5�20 日 ( ノ ビ エ 3 葉 期 ま で) 1 
回 : (埴 壌 土~埴 土 (減 水 深 1 cm/ 日 以 下) : 湛 水 散
布 : 北 陸， 砂壌土~埴 土 (減 水深 2 cm/ 日 以 下) : 溢
水散布 : 関東 ・ 東山 ・ 東海， 九州 の普通期栽培地帯 ;
湛水散布文 は湛水周縁散布 : 近畿 ・ 中 国 ・ 四国 の普通
期栽培地帯〕

ア ジ ム ス ル フ ロ ン ・ シハ ロ ホ ッ プブチル ・ テ ニ ル ク ロ ー
ル ・ ペ ン ス ル フ ロ ン メ チル粒剤

ア ジ ム ス ル フ ロ ン 0 . 060%， シ ハ ロ ホ ッ ププチル 1 . 8%，
テ ニ ル ク ロ ー ル 2 . 1%， ペ ン ス ル フ ロ ン メ チ ル 0 . 30%

パ ズ ー カ A 1 キ ロ 粒剤 36 ( 10 . 10 . 9) 
20039 ( 日 本 農薬) ， 20040 ( デ ュ ポ ン) ， 20041  ( ト ク ヤ

マ ) ， 20042 (北興化学)

移植水稲 : 水田一年生雑草及 びマ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ
リ カ ワ (北海道) ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ (東北) ・ へ ラ オ モ ダ
カ (東北) ・ ヒ ル ム シ ロ ・ セ リ ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に
よ る 表層 は く 離 (北海道) : (移植後 5�25 日 ( ノ ピエ
3 葉 期 ま で) 1 回 : 壌 土~埴 土 (減 水 深 2 cm/ 日 以
下) : 湛水 散 布 文 は 湛 水 周 縁 散 布 : 北 海 道， 移植後
5�20 日 ( ノ ピ エ 3 葉 期 ま で) 1 回 : 埴 壌 土~埴 土
(減水深 1 . 5 cm/ 日 以下) : 湛水散布 : 東北〕

ト リ ク ロ ピル液剤
ト リ ク ロ ピ ル 44 . 0%

家庭園芸用 ザイ ト ロ ン ア ミ ン液剤 (10 . 10 . 9)
20047 (保土谷ア クゃ ロ ス )
日 本芝 ・ 家 の周 り の有用 な植物 を 植 え な い場所 : 一年生

及び多年生広葉雑草 : 雑草生育期 3 回 : 雑草茎葉散布
カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル ・ ピ ラ ゾ レ ー ト ・ ブ ロ モ ブチ ド粒剤
カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル 4 . 2%， ピ ラ ゾ レ ー ト 18 . 0%， プ ロ

モ プチ ド 18 . 0%
ナ イ ス シ ョ ッ ト ジ ャ ン ポ (10 . 10 . 28)
20048 (三共)
移植水稲 : 水田一年生雑草及びマ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ

リ カ ワ (関東 ・ 東 山 ・ 東海 を 除 く ) : 移植後 3�10 日
( ノ ビ エ 1 . 5 葉期 ま で) 1 回 : 水 回 に 小包装 (パ ッ ク )
の ま ま 投 げ入 れ る : (壌土~埴土 (減水深 1 cm/ 日 以
下) : 北海道， 関東 ・ 東 山 ・ 東海及 び近畿 ・ 中 国 ・ 四
国の普通期栽培地帯， 埴壌土~埴土 (減水深 1 cm/ 日
以下) : 北陸， 砂壌土~埴土 (減水深 1 cm/ 日 以下) : 
東北， 九州、| の普通期及び早期栽培地帯〕

カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル水利剤
カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル 40 . 0%
ハ イ メ ド ウ フ ロ ア プル (10 . 10 . 28)
20052 (永光化成) ， 20053 ( 日 産化学)
日 本芝 : 一年生イ ネ 科雑草 : 雑草発生前 2 回 : 全面土壌

散布
カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル ・ ピ ラ ゾス ル フ ロ ン エ チ ル粒剤
カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル 7 . 0% ， ピ ラ ゾ ス ル フ ロ ン エ チ ル

0 . 70% 
テ ク ノ ス タ ー ジ ャ ン ボ (10 . 10 . 28)
20054 ( 日 産化学) ， 20055 (永光化成)
移植水稲 : 水田一年生雑草及びマ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ

リ カ ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ ヒ ル ム シ ロ ・ セ リ : 移植後
5�10 日 ( ノ ビ エ 2 葉 期 ま で) 1 回 : 水 田 に 小 包 装
(パ ッ ク ) の ま ま 投 げ入 れ る : 壌土~埴土 (減水深 1
cm/ 日 以下) : 関東 ・ 東山 ・ 東海の普通期栽培地帯
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